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８月21日

　クニオカ工業㈱（今誠代表
取締役）の皆さんによる社会
貢献活動が７月17日と８月26
日に行われました。
　17日には美留和公営住宅周
辺の道路への砂利の補充と整
地を行い、26日には町道美留
和古丹線の枝払いなどを、同
社の従業員８人で行いまし
た。今代表取締役は「町に少し
でも貢献できれば。今後も実
施していきたい」と話してい
ました。

地域の役に立ちたい

クニオカ工業㈱が社会貢献活動

７月17日・８月26日

　弟子屈警察署（宮川敬
之署長）による高齢者を
特殊詐欺から守るため
の啓発活動が８月11日
に行われ、放課後児童ク
ラブ（にこにこクラブ）

の子どもたちが作った絵がプリントされたポスターやポケ
ットティッシュを町内で配布しました。この日は、同クラブ
の代表２人の児童が警察官の制服を着用し一日警察署員
に。高齢者の家や書店、歯科などを訪問。児童からは「詐欺に
は気を付けてね」と声をかけながらポスターなどを手渡し
ました。受け取った町民の方からは「ありがとう、気を付け
るね」「かわいいね」と声をかけられていました。

児童が一日警察署員に

高齢者などに特殊詐欺防止を呼びかけ

８月11日
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　犯人逮捕に繋がる情
報提供をしたとして、宮
﨑なをみさんへの感謝
状贈呈式が８月21日、弟
子屈警察署（宮川敬之署
長）で行われました。

　川湯地区では廃ホテルへの不法侵入や窃盗事件が３月中
旬から発生していましたが、ホテルの窓が開いていること
に気が付き、不審に思った宮﨑さんが知人に相談。知人の方
から警察に情報提供されました。このことが犯人の逮捕に
繋がり、感謝状が贈呈されることになりました。感謝状を受
け取った宮﨑さんは「周りには空き家も多いので、不安だっ
た。犯人が逮捕されてよかった」と話していました。

犯人逮捕に繋がる情報を提供

宮﨑なをみさんに弟子屈警察所長から感謝状を贈呈
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　渡邉喜七さんが旭日単
光章を受章し、その叙勲伝
達式が８月７日、町役場で
行われました。
　この章は地域の文化、福
祉、産業、経済の発展に大

きく貢献され、88歳の米寿を迎えたことで天皇陛下から授
与されるものです。渡邉さんは昭和3₈年から昭和₅₈年まで
の₂0年間、町議会議員として長期間にわたり町政に参画さ
れました。その間には町議会産業建設常任委員長などの要
職に就き、地方自治の発展や議会の円滑な運営に尽力され
ました。渡邉さんは「このような章を頂けて驚いている。た
いへんうれしい」と話していました。

長年にわたり地域の発展に大きく寄与

渡邉喜七さんが旭日単光章を受章
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８月７日

  美留和駅開業90周年記
念行事実行委員会（芳賀
正美委員長）による記念
行事が８月₂₂日、美留和
駅と美留和郵便局前特

設会場で開催されました。この行事は美留和駅開業90周年を記
念して行われたもので、町民の方や鉄道ファン150人以上が来
場。来場者には駅舎が描かれたポストカードや駅の歴史が書か
れたパンフレットが配布されました。特設会場では記念缶バッ
ジのチャリティ販売や釧路臨港鉄道の会による鉄道模型の展
示運転が行われました。また、美留和在住者の方のガイドによ
る駅前散策も行われ、参加者らは、美留和駅と共に歩んできた
美留和地区の歴史に耳を傾けていました。

美留和駅の歴史を懐古

美留和駅開業90周年記念行事が開催

８月22日
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　道東などを３泊４日
で周遊する「ザ・ロイヤ
ルエクスプレス～北海
道クルーズトレイン」が
8月29日、９月５・16日に
摩周駅、川湯温泉駅に入

線しました。同列車の運行は、胆振東部地震で影響を受けた
北海道を応援しようと東急㈱やＪＲ北海道が企画。摩周駅に
到着時には、町民の方や鉄道ファンが手持ち旗や横断幕で乗
客を出迎えました。29日に行われた町内のバスツアーには
案内役に德永町長も同乗し、硫黄山などのまちの魅力を伝え
ました。乗客の皆さんは弟子屈産新ジャガイモなどの道産食
材を使った昼食を味わった後、川湯温泉駅を出発しました。

８月29日、９月５・16日

豪華列車の運行で北海道を応援

「ザ・ロイヤルエクスプレス」摩周駅などに入線
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　弟子屈高校（濵村隆康
校長）でボランティア活
動などを行う摩周ＳＶ
Ｃの皆さんが９月７日、
放課後児童クラブ（にこ

にこクラブ・わんぱくクラブ）の皆さんへ、マスクケースを
プレゼントしました。児童も新型コロナウイルス感染症拡
大防止のためマスクを着用しなければならない中、摩周Ｓ
ＶＣの皆さんが、書類を保管するためのクリアファイルを
使って、手作りでマスクケース300個以上を制作。この日ケ
ースを手渡した吉田葵（同校２年）さんは「シールなどでか
わいい感じになっているので楽しく使ってほしい」と話し
ていました。児童からは、お礼の寄せ書きが贈られました。

かわいいシールでデコレーション

放課後児童クラブにマスクケースをプレゼント

９月７日
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　弟子屈高校（濵
村隆康校長）では、
卒業後の進路を考
える機会として、
上級学校などの講
義・実習体験を９
月10日、同校内で

行いました。今回の講義・実習体験には、道内の専門学校５
校から講師を招き、１年生を対象に実施しました。
　講義などを体験した生徒からは「これまで考えてもいな
い分野だったが、実習を通して興味が湧いてきた」「人を助
ける仕事にもいろいろとあるのだと実感した」などの声が
聞かれ、進路について熱心に講義を聞いていました。

今後の進路決定へ向けて

専門学校の講義・実習を体験｜弟子屈高校
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９月10日

　摩周湖環境保全連絡協議
会（会長・德永町長）による摩
周湖モニタリング調査が８
月25・26日の２日間で行われ
ました。
　これまで国立環境研究所
が湖水環境モニタリング調
査を行っていましたが、平成

30年度をもって終了。調査継続のため、昨年11月に本町と周
辺地域が主体となる同協議会を設立しました。調査はクラ
ウドファンディングで募った資金で実施され、同協議会の
町と摩周湖周辺５町と関係機関が参加。湖心まで船で移動
し、採水や透明度測定などを行いました。

摩周湖の透明度などを確認

摩周湖で湖水のモニタリング調査を実施
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８月25～26日

　９月21日の敬老の日に
ちなみ９月18日、養護老人
ホーム倖和園と特別養護
老人ホーム摩周の合同敬
老会が倖和園内で開催さ
れました。

　今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、それ
ぞれの開催時間をずらすなどして行われ、倖和園の利用者
39人、特養摩周の利用者10人とそのご家族６人が参加し、長
寿をお祝いしました。特に喜寿（77歳）、米寿（88歳）、白寿（99
歳）を迎えた方には德永町長から祝い品が贈られ、今年度
100歳を迎える方には、内閣総理大臣からの賞状と銀杯が徳
永町長の手から贈られました。

長寿祝い長年の貢献に感謝

老人ホーム倖和園・特養摩周で合同敬老会を開催
徳
永
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

９月18日

　弟子屈小学校（大西展
史校長）の社会科の授業
として「イモ掘り体験」
を９月23日、窪内農場で
行いました。この授業
は、町の主な産業である

農業を実際の体験するもので今年で７年目。同校の３年生
27人が参加しました。今年もＪA摩周湖青年部の皆さんや農
家の皆さんの協力で、実際に芋ほりを体験。農家の皆さんに
は児童から農業についてのインタビューも行われました。
　作業後には同青年部が用意をしたふかしイモも試食。児
童らは「たいへんだけど楽しかった」「自分で選んだジャガ
イモをはやく食べたい」と笑顔で話していました。

農業について体験学習

ジャガイモ掘りを体験｜弟子屈小学校

９月23日
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